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平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 
平成 20年も 1ヶ月が経過いたしました。あと 11ヵ月を有効に過ごすべく計画を遂行して
いこうと気持ちを新たにしているところです。皆様におかれましても寒い日が続きますの

でくれぐれも体調を崩さないよう心よりお祈り申し上げます。 

 
【平成２０年 1月号】 本年度の抱負 
1月に異業種の経営者の集まりで書初めをいたしました。字にはまったく自信が
なく出来映えはあまりかっこいいものではありませんが今年度にかける思いを

託して真剣に書き記しました。テーマは「先手」昨年度のテーマは「アップ」

でした。おかげさまで業績もレベルもわずかではありますがアップできたと実

感しております。その反面事務所内のシステム対応や処理速度や処理能力等、

新たな問題が浮き彫りになってまいりました。そこで今年度は「先手」という

テーマを掲げました。通常業務への対応もお客様への提案も後手に回ってはな

かなか満足のいく結果を提供することは難しいと考えています。お客様が欲し

ていることへの提案や潜在的なニーズを掘り起こしてかゆいところに手が届く

サービスを目指します。常に先手というのは難しいのですが「先手必勝、先ん

ずれば人を制す」とも言いますし、自分を鼓舞して真の成功への着実な一歩を

追求していきます。先行管理・先見経営がキーワードです。自社の計画をしっ

かりと遂行しそれぞれの成功を目指して行動していきましょう。 
 


